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４２．９％ お父さん・お母さん － 呼び捨て
２２．３％ お父さん・お母さん － ～ちゃん，～さん
８．３％ お父さん・お母さん － あだ名，愛称
１０．３％ おとん・おかん（おとう・おかあ） － 呼び捨て
１．７％ おとん・おかん（おとう・おかあ） － ～ちゃん，～さん
４．０％ おとん・おかん（おとう・おかあ） － あだ名，愛称
４．０％ パパ・ママ － 呼び捨て
１．７％ パパ・ママ － ～ちゃん，～さん
１．７％ パパ・ママ － あだ名，愛称
４．３％ その他
↓父母への呼称の変化／ →自分への呼称の変化の時期
中学生 高校生 現在 変わらず 合計
中学生 ９４（３） １５ ３ ２０ １３２
高校生 １４ １９ １ １１ ４５
現在 ６ ２ ３ １ １２
変わらず １８ ８ ２ ８４ １１２


































































































好意 嫌悪 親密 疎遠 尊敬 軽蔑 既知 未知 関心 無関心 依存 独立 信頼 不信
２５．２ ４０．９ ５４．５ ２９．９ ７０．１ １６．９ ４．７ ９．６ ２７．２ ２４．３ ４８．５ ５１．５ ６０．１ １２．０
時間的距離 空間的距離 心理的距離 総 計
対父親 ２．９７７（１．１０３） ３．１５０（１．１２９） ３．１２３（１．０９３） ９．２４９（２．７０３）
対母親 ３．７６７（１．０３６） ３．９９３（０．８７６） ３．８５１（１．０００） １１．６１１（２．３４２）
①対父時間 ②対父距離 ③対父心理 ④対母時間 ⑤対母距離 ⑥対母心理
０．５７０＊＊ ０．４３４＊＊ ０．２３５＊＊ ０．１１０ ０．１４８＊ ①
０．４６９＊＊ ０．１３５＊ ０．１９３＊＊ ０．１５９＊＊ ②
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附表 心理的離乳への考えに関する回答者の回答例
質問６：子どもと親の関係は子どもの成長に伴って，
どのように変化していくと思いますか．あなたの考え
を書いてください．」（自由記述）．
（１）ケース１： これは聞いた話であるが，私が
生まれる時，父は会社の接待でゴルフに行っていなか
った．そして，仕事から帰ってくるのも遅く，あまり
父親と接する機会がなかったようだ．私が母親たちと
母親の実家に遊びに行っていた時のこと，後から迎え
にきた父親をみて，私は祖父の元へ逃げたみたいだっ
た．これは２歳ぐらいの時の出来事だが，私は自分の
父親をはっきりと認識できていなかったようで，父親
をみて知らない人だと思い，不信感を抱いていたみた
いだった．この時の記憶はまったくないが，私は父親
というものに無関心だったのかもしれない．（中略）
このように私もそうであったが，思春期の時期は親
に対して軽蔑，嫌悪，疎遠になったりと，マイナス面
を持つ関係が構築されるだろう．これは子どもが成長
していくにつれて，避けて通れないものであると思う．
しかし思春期がすみ，大学生，社会人になるにつれて，
だんだんと親の立場や気持ちがわかるようになってく
る．もちろん，すべての家族に於いてそう言えるわけ
ではないが，親との関係の中に信頼感みたいなものが
生まれてくるのではないかと思う．よって，全体的に
関係は良い方向に変化していくとわたしは自分の経験
から考えた．
（２）ケース２： 小さい時はとにかくお母さん大
好き．私は保育園でアルバイトをしていたのだが，母
親の姿が見えなくなると泣き出す子はたくさんいる．
しかし成長するにつれだんだん一人の時間を欲するよ
うになり，母親が少し助言するだけで口うるさく感じ
てしまい，あまり話したくなくなる．そして親子の関
係は遠くなる．しかし就職や進学するにあたって，な
かなか自分の決断力だけでは決めかねることがあり，
そこで親に相談してみたくなる．そこで信頼関係が生
まれる．結婚はやはり親の承だくを受けてしたいもの．
そして親から離れて独立し，新しい家庭をつくるとい
うことでもある．親からは離れるが心の中ではつなが
っている．
（３）ケース３： 子どもと親との関係は子どもが
大人になってどんどん親以外の人々と関わるようにな
り，独立すると遠くなっていく．特に私は女なので，
異性の親に対してはあまり好意や親密さを持てずに早
い時期から気持ちの上で離れていった．それは呼び方
にも象徴されている．幼い頃は自分からみると親が一
番尊敬でき信頼を寄せていたため，何をするにしても
依存していた．大人になるにつれて，親以外の人に関
心が向くことで，一緒にいたり話したりする時間が少
なくなってくる．でもまだ大学生という社会的に未熟
な人間なので，就職や結婚という未知のことになると，
親を頼ってしまうのだろう．一度社会に出て，結婚を
して子どもができると今度は自分が親として子どもと
の新しい関係を取り始めるのだろうと思う．
女子青年からみた親子間の呼称と心理的離乳
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